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2 次オー夕、ーの長周期水面変動の振幅は l 次オーダーの波振幅に比べて無視できないことを示している。
第 3 章では，水槽内に造波される 2 成分波中に固定された垂直平板に働く長周期波浪強制力を求めるため，垂直平
板に対する 2 次オーダーの散乱波ポテンシャルの解析的表示式を導くとともに簡便な数値計算法の提案を行ってい




第 4 章では，第 3 章で得られた 2 次オーダーの散乱波ポテンシャルの解析的表示式を利用し水槽内 2 成分波中に




第 5 章では，第 3 章および第 4 章で得られた長周期波浪強制力と Green の公式を用いた方法により得られる計














(2) 上述の自由波成分を考慮した 2 次オーダーの散乱波ポテンシャルの解析的表示式を導き， 2 次元物体について数
値計算と模型実験を行い，長周期波浪強制力の推定に本法が極めて有用であることを示している。
(3) 水深が浅い場合には，長周期波浪強制力に対する 2 次オーダーの速度ポテンシャルの影響は大きく，これを無視
することができないこと，また造波機の造る 2 次オーダーの自由波成分を考慮しなければ，長波長域における長周
期波浪強制力の値が不合理なものとなることを示している。
以上のように，本論文は浅海域における海洋構造物に働く長周期波浪強制力及び長周期水面変動の流体力学的取扱
いに対し新しい理論的展開を与えるとともに，海洋構造物の長周期波浪強制力とその運動特性の解明並びにその改善
に有用な知見をもたらすものであり，海洋工学上貢献するところが大きい口よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認める。
